
断熱材の種類と特徴

素　材 種　類 代 表 的 製 品 λ（W/m・K） 特　　　　徴

無機

繊維質
グラス ウール

ロック ウール

発泡ﾌﾟﾗ

ｽﾁｯｸ系

ﾋﾞｰｽﾞ法

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

押出し法

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

硬質ｳﾚﾀﾝ ﾌｫｰﾑ

吹付け〃

（現場発泡）

ﾌｪﾉｰﾙ ﾌｫｰﾑ

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ ﾌｫｰﾑ

ｾﾙﾛｰｽﾌｧｲﾊﾞｰ
天然

素材系

旭ﾌｧｲﾊﾞｰ・ﾏｯﾄｴｰｽ

　　　　　　・ｱｸﾘｱﾏｯﾄ

ﾆﾁｱｽ・ﾎｰﾑｴｰｽ

日東紡・ﾀﾞﾝﾚｰﾏｯﾄ

ﾌｸﾋﾞ・ﾌｸﾌｫｰﾑ

ﾀﾞｳ化工・ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ

ｶﾈｶ・ｶﾈﾗｲﾄﾌｫｰﾑ

ｱｷﾚｽ・NDﾊﾟﾈﾙ

ｷｭｰﾜﾝ・Q1ﾎﾞｰﾄﾞ

日本ｱｸｱ・ｱｸｱﾌｫｰﾑ

　（水発泡）

旭化成・ﾈｵﾏ ﾌｫｰﾑ

旭化成・ｻﾆｰﾗｲﾄ

ﾖｼﾐｽﾞ・ﾌｧｲﾊﾞｰｴｰｽ

ｴｺﾗｲﾌ・ﾊｲｻｰﾑ

ﾏﾂﾅｶﾞ・MSｸﾞﾘｰﾝﾌｧｲﾊﾞｰ

24K/0.038

ﾏｯﾄ/0.038

1号/0.036

1種/0.04

1種/0.028

/0.026

1種/0.022

1種/0.042

25K/45K
   /55K
  0.040

ｶﾞﾗｽを繊維状にしたもの。断熱性は良く

安価だが、水に弱い。通気工法が必要

玄武岩を繊維状にしたもの。石綿とは別物、

発がん性ﾅｼ。安価で撥水性はあるが水に弱い

EPS/いわゆる発泡ｽﾁﾛｰﾙ。加熱で約 30～

80倍に発泡、様々な形状の製品可。白蟻に弱い

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ樹脂に発泡剤を加え押出し成型される
ﾋﾞｰｽﾞ法より断熱性・耐圧製・耐湿性に優れるが
柔軟性に欠ける。ｺﾝｸﾘｰﾄ打込み工法対応可能

均一なﾌﾟﾗｽﾁｯｸ発泡体。熱伝導率が低く水にも

強い。燃焼時に猛毒のｼｱﾝｶﾞｽ発生、火に注意

長期にわたり断熱性能を維持。現場発泡も容易

で自己接着力が強く、隙間ない断熱層を形成

安定したﾌｪﾉｰﾙ樹脂の高性能断熱材。

熱で炭化するが炭化膜が燃焼を抑え延焼を防ぐ

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ樹脂に発泡剤を混ぜて製造された
半質の断熱材。耐水性、柔軟性に富むが種類
は少ない

天然木質繊維の断熱材。様々な太さの繊維が
絡み合って空気層を形成。吸音効果や調湿
効果もある
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16K/0.045

吹込み/0.05

3種/0.028

ｾｷｽｲ・ﾌｪﾉﾊﾞﾎﾞｰﾄﾞ 3種/0.035

4号/0.043

3種/0.034

断熱材の施行 断熱設計では断熱材の種類や厚さが大事と思われますが

最も大事な事は『断熱層の連続性』です

断熱層とは適切な断熱性能を有する壁・天井・屋根・床の事です

断熱層で対象となる空間を切れ目なく 覆いつくす事、が大事です 

③床≦0.48

②外壁≦0.53

① 屋根･天井≦0.24

④窓≦4.65

熱貫流率 U （W/㎡K）

※次世代省ｴﾈ  Ⅳ地域

・充填断熱

・外貼り断熱

・床断熱

・天井断熱
・屋根面断熱

・断熱ｻｯｼ
・ﾍﾟｱｶﾞﾗｽ

⑤換気

・ｾﾝﾄﾗﾙ方式
・熱交換型換気

・基礎断熱

・基礎下断熱（蓄熱層） 栃木ｴｺﾛｼﾞｰ設計協会 H28・0430 作成
NPO法人


